
　今年度
こんねんど

も、『さんまをかっこよくきれいにたべよう』の取組
とりくみ

を行
おこな

います。毎年
まいとし

やっていま

すが、2年生
ねんせい

以上
いじょう

のみなさんは、覚
おぼ

えていますか？そしてできていますか？給食
きゅうしょく

でお魚
さかな

を出
だ

すと「骨
ほね

ありますかー？」や「今日
きょう

魚
さかな

か⤵」という声
こえ

が聞
き

こえてきます。しかし、7月
がつ

に行
おこな

た給食試食会
きゅうしょくししょくかい

で保護者
ほごしゃ

さんから「もっと魚
さかな

を出
だ

してほしい」というご意見
いけん

がありました。

　今年
ことし

は9月
がつ

29日
にち

が十五夜
じゅうごや

、10月
がつ

27日
にち

が十三夜
じゅうさんや

です。この日
ひ

は月見
つきみ

をする 　複雑
ふくざつ

ですね。

ことと同時
どうじ

に、秋
あき

の豊作
ほうさく

を願い
ねが

、収穫
しゅうかく

を感謝
かんしゃ

する日
ひ

でもあります。どちらか 　給食
きゅうしょく

でも、大根
だいこん

おろしがそえてありますが

だけ月見
つきみ

することを『片
かた

見
み

月
づき

』といって、昔
むかし

から縁起
えんぎ

が悪
わる

いとされ両方
りょうほう

行
おこな

う 消化酵素
しょうかこうそ

というものが多
おお

く含
ふく

まれていて魚
さかな

や

のがならわしです。給食
きゅうしょく

では27日
にち

に『栗
くり

ご飯
はん

・手作
てづく

りよもぎ団子
だんご

』を出
だ

し お肉
にく

を分解
ぶんかい

してくれる働
はたら

きがあります。

ます。お団子
だんご

も1個
こ

1個
こ

手作
てづく

りします。お楽
たの

しみに。 給食
きゅうしょく

の大根
　だいこん

おろしは加熱
かねつ

して味
あじ

も付
つ

けてあるので

　みなさん、月
つき

を見上
み あ

げみませんか？これからの季節
きせつ

は空気
くうき

も澄
す

んでとてもきれいに見
み

える 生
なま

の大根
だいこん

おろしのように辛
から

くないです。

と思
おも

います。天気
てんき

のいい日
ひ

はぜひ見上
み あ

げてみて下
くだ

さい。　 一緒
いっしょ

に食
た

べると体
からだ

にやさしいですね。

・栗
くり

…栄養
えいよう

バランスもよく栄養価
えいようか

が高
たか

い食
た

べ物
もの

です。特
とく

にビタミンB1が多
おお

く

含
ふく

まれています。栗
くり

ようかん・モンブランなどスイーツに多
おお

く使
つか

われています。

・さつまいも…江戸時代
えどじだい

に薩摩
さつま

(鹿児島県
かごしまけん

)地方
ちほう

から日本各地
にほんかくち

へ伝
つた

わったことから

名付
なづ

けられました。ビタミンCや食物繊維
しょくもつせんい

が多
おお

く、お腹
なか

の健康
けんこう

に役立
やくだ

ちます。

・りんご…「1日
いちにち

1個
いっこ

のりんごは医者
いしゃ

いらず」と言
い

われるほど体
からだ

に良
よ

い果物
くだもの

です。

さらに「朝
あさ

のりんごは金
きん

」とも言
い

われ、朝
あさ

食
た

べるのがオススメです。

～栄養士
えいようし

のひとりごと～

　みなさん、お魚
さかな

よりお肉
にく

の方
ほう

が好
す

きですか？残食
ざんしょく

の様子
ようす

を見
み

ているとお魚
さかな

よりお肉
にく

の方
ほう

が

残
のこ

らないので、お肉
にく

の方
ほう

がお好
この

みなのかな？と感
かん

じています。

お魚
さかな

はお刺身
さしみ

やお寿司
すし

のように生
なま

でも、焼
や

いても煮魚
にざかな

にしても揚
あ

げてもおいしいです。生
なま

でも安全
あんぜん

に食
た

べられるなんて、日本
にほん

独特
どくとく

ですばらしいことですよね。海
うみ

に囲
かこ

まれ海産物
かいさんぶつ

に

恵
めぐ

まれた日本
にほん

に住
す

んでいるので、お魚
さかな

も楽
たの

しんでください。

　でも、やっぱりお肉
にく

もおいしいですよね。料理上手
りょうりじょうず

で有名
ゆうめい

なタレントのタモリさんが

「お家
うち

でカレーを作
つく

るなら鶏肉
とりにく

が一番
いちばん

おいしく作
つく

れる！」と昔
むかし

言
　い

っていたので、私
わたし

が家
いえ

で

作
つく

るカレーは鶏肉
とりにく

が多
おお

くなりました。
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むかしむかし、カレンダーがなかったころ、

ひとびとにとって つきはとくべつにだいじな

ものでした。

つきがだんだんと まるくなり、また かけて

いくのをみてつきみをしたり、たんぼやはた

けのしごとにやくだてました。

とくにあきのまんげつは とても

きれいにみえるので、つきをなが

めてたのしみました。

そして、みのったものを おそなえ

してほうさくにかんしゃしました。

みやこのきぞくも やはり つきみを

していました。うたをよんだり、こと

をひいたりして、つきのうつくしさを

ふかく あじわったのでした。
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